


【導入】
溶液に色がついて見えるのはなぜか。白色光の中の一部の波長の光が吸収された結果、色がついているように見える。



【吸光光度法の原理法則】
光の吸収を定式化した、ランベルト・ベールの法則を紹介。溶液の吸光度から濃度が計算できる理由を説明。





【絶対検量線法】
ランベルト・ベールの法則によれば、濃度と吸光度の関係は原点を通る直線となる。予めこの関係を示した検量線を作成
しておけば、濃度未知の溶液の吸光度から逆算して濃度を求めることができる。



【今回の実験内容および検出原理】
鉄イオンと1,10-フェナントロリンが反応して生成する錯体の性質を説明。中心金属から配位子の軌道へ電子が遷移する
電荷移動吸収（MLCT）によって強く着色する。



【今回の実験の流れ】
錯体の着色に基づいて鉄イオンの検量線が作成できる。測定したいサンプル（清涼飲料水など）についても同様の処理を
施し、測定で得られた吸光度から、微量の鉄イオンの濃度を知ることができる。



【準備・実験操作の説明】
実際に行う実験の手順と注意点を説明。空欄箇所は予習事項。



【実験操作とデータのまとめ方の説明】
清涼飲料水を処理する手順について、検量線作成の手順と比較して説明。さらに、今回の実験で得られたデータの記録
の仕方などを説明。


